
企
部
古
政
志
怨

廿
五

一一
年
小
者
役
敏
一召
上
一
御
切
米
三
十
五
依
被
ν
成
ν
下
。
と
あ
り
。
抑
グ

湖
・
石
刑
制
山
雨
合
戦
の
年
同
附
は
、
体
聞
の
族
企
な
る
べ
し
。
さ
て
た
た
打

村
と
い
ム
は
今
注
し
。
相
川
咋
郡
藤
瀬
村
の
古
名
を
銘
打
村
と
稿
し
、

共
の
地
訟
を
銘
打
郷
と
す
。
叉
木
津
明
柏
町
村
と
い
ふ
は
な
し
。
今
石

川
郡
に
木
津
村
と
明
嶋
村
と
雨
村
あ
り
。
此
の
雨
村
K
て
賜
は
り
た

る
も
の
也
。
ま
た
五
十
人
町
の
組
地
は
、
H
礼
金
深
に
て
軽
卒
の
組
地

の
澄
餓
な
る
べ
し
。
且
務
組
利
家
卿
越
前
府
中
に
於
て
.
右
鍛
地
之

者
小
関
北
ハ
五
十
五
人
主
抱
え
ら
れ
扶
持
し
給
ふ
も
、

n-斜地
足
軽

の
起
原
た
り
と
い
へ
り
。
湯
湾
紙
府
の
務
図
{
呂
臓
通
考
托
も
、
高
徳

公
越
前
府
中
被
ν
成
=
御
内
閣
-
節
.
州
問
地
の
者
五
寸
人
召
抱
え
ら
る
。
此

の
時
岐
に
創
場
の
名
目
も
起
れ
り
。
按
宇
る
花
、
止
闘
は
足
較
と
は
唱

へ
十
。
御
弓
之
者

御
帥
岡
地
之
者
と
云
ひ
.
共
の
組
問
刷
有
り
て
二
十
人

或
は
三
十
人
頭
け
ら
れ
し
が
、
組
附
危
き
鉦
を
ば
創
場
附
と
い
ふ

敗
。
と
い
へ
り
。
叉
云
ふ
。
背
は
先
筒
頭
先
弓
頭
を
足
踏
到
と
稀

す
。
甲
州
武
田
家
陀
は
足
郡
大
将
と
云
ふ
と
あ
り
。
三
州
志
来
図
概

関
の
顕
住
民
一
耳
ム
。
足
般
の
名
目
は
、
も
と
央
子
に
抑
制
足
と
あ
り
。

是
陀
本
づ
け
る
敗
。
共
の
註
に
、
能
走
者
と
あ
り
。
然
れ
ど
も
古
の

足
絡
は
、
本
邦
陀
て
も
今
の
如
き
削
聴
き
者
K
非
宇
。
斥
候
の
士
を
い

道
珍
と
申
倫
、
文
明
五
年
述
立
仕
。
と
見
b
、
今
明
細
般
に
も
.
開

基
道
珍
文
明
五
年
二
月
+
五
日
創
立
と
記
紋
せ
し
の
み
に
て
・
寺
地

問
叩
の
都
な
ど
即
時
か
た
ら
宇
。
延
飽
の
A
軍
部
闘
を
見
る
に
‘
明
叫
徳
土
吋
を

記
職
せ
宇
と
い
へ
ど
も
、
元
よ
り
地
子
地
な
り
し
ゅ
ゑ
載
せ
ざ
る
た

る
べ
し
。
此
の
闘
に
は
地
子
地
の
寺
院
の
名
世
紀
さ
Y

る
な
り
。

O
青
山
将
監
下
邸
枇

三
間
巡
査
昌
寺
の
点
草
二
年
由
来
世
u
k
、
越
中
関
新
川
郡
魚
津
披
背

山
佐
渡
守
へ
御
漬
け
之
時
、
川
品
寺
も
魚
津
へ

引
越
、
也
-
津
底
抜
以
後
・

金
津
へ
被
a
引
越

K
初
、
山'仙
寺
も
随
従
仕、

則
終
段
別
殺
之
内
陀
一
拍
在

庭
、
肺
門
監
よ
h

利
常
卿
へ
言
上
被
ν
致
、
於
=
泉
野
-
寺
地
拝
領
仕
。
と

あ
り
。
将
段
別
識
と
は
、
則
ち
此
の
下
邸
た
る
べ
し
。
般
や
る

K
、

魚
津
古
今
記
に
、
背
山
政
後
正
次
家
主
総
ぎ
、
魚
津
妓
代
を
勤
む
る

庭
、
陵
披
と
成
り
究
永
凶
年
比
金
部
へ
引
越
す
ー
と
見
ね
た
れ
ば
、

此
の
下
邸
を
賜
ひ
し
も
、
寛
永
四
年
左
ら
ん
か
。
改
作
所
琵
記
K
被

せ
た
る
延
貸
四
年
地
子
地
取
別
役
陀
・
宮
阪
口
三
枇
近
所
背
山
勝
監

下
屋
敷
後
回
由
同
所
と
あ
り
て
、
延
貿
の
金
部
闘
に
て
見
れ
ば
、
廷
貨
の

頃
は
此
の
下
邸
の
以
北
は
都
て
百
姓
地
と
あ
り
。
皆
白
岡
地
止
り
し
と

附
ゆ
。
さ
て
此
の
下
邸
K
.
明
治
凶
年
戸
総
編
成
の
際
一
川
町
と
町
名

金
滞
古
政
志
品
世
什
五

八

ム
に
や
。
衣
川
百
首
に
、

矢
を
も
射
宇
逃
ぐ
る
を
耶
と
忠
ふ
な
よ

部
〈
飾
り
て
い
ふ
は

是

絞

平
次
按
ヂ
る
に
・
足
制
収
の
名
闘
は
太
平
記
等
陀
見
ね
た
り
。
戦
場
に

て
身
瞬
く
能
く
奔
走
し
て
働
く
ゆ
ゑ
の
名
目
な
る
ぺ
し
。

O
三
社
七
曲
り

今
三
枇
七
山
町
と
も
呼
べ
hν
。
此
の
町
は
従
前
村
井
氏
の
下
邸
と
今

枝
氏
の
下
邸
と
の
尻
地
の
従
来
逃
に
て、

共
の
道
路
周
的
多
か
り
し

故
K
、
俗
K
七
ま
が
り
と
呼
べ
り
。
七
曲
り
は
所
間
つ

ど
ら
折
の
よ

し
也
。
按
宇
る
に
、
お
前
山
折
は
鞍
馬
の
九
折
な
ど
の
如
く
、
皆
山
総

険
阻
の
道
路
を
い
へ
り
。

O
自明
徳
寺
前

枇
政
徳
寺
前
と
も
呼
べ
り
。
現
徳
寺
と
い
へ
る
真
宗
の
道
場
の
門

前
怠
る
ゆ
ゑ
友
り
。
但
し
明
治
四
年
戸
続
編
成
の
時
、

門
前
の
名
相
怖

を
慶
し
、
繭
宮
町
へ
廊
せ
し
め
た
り
。

O
一一
五

現
篠
井

東
涙
民
{-m也。

=
一
筋
屋
版
六
用
銀
K
.
京
本
願
寺
道
場
政
徳
寺
三
位

町
。
と
あ
り
。
泊
寺
の
来
燃
は
.
貞
享
二
年
山
来
代
H
K
、
治
寺
開
法

久

T

〈
同

且b
uへ
耐
ず

定
吋
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色
f
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